
様式 C-4 

令和４年度（2022年度）試験研究成果 

課題番号：R4-01 

課 題 名：山口県における新規就農者(自営就農者)の就農実態、課題の解明 

研究期間：平成31～令和4年度（2018～2022年度） 

研究担当：本部・経営高度化研究室 
 

１ 研究の目的 

（１）背景・目的 

 山口県では新規就農支援対策に注力しており、平成27年以降毎年100名以

上が就農している。しかし、経営確立に苦労しているケースもみられ、課題

の解明が求められている。 

 

（２）到達目標 

新規就農者（以下、就農者）の確保・定着支援を効果的に行うため、就農

者の募集から経営確立における実態・課題を明らかにし、対策を検討する。 

 

２ 成果の概要 

（１）「就農前～就農初期段階」では、就農地域関係者の支援・協力が重要で

ある。 

・独立自営就農者は「農地確保」に最も苦労している。支援機関において

も農地確保は課題であり、その要因は「優良農地の情報が得られない」「地

権者の理解が得られない」である。農地確保には「農地情報提供者」「地

権者との仲介役」となれる就農地域関係者の存在が必要である。 

・就農初期最大の課題は「営農技術の習得」である。就農者は、既存生産

者に相談しながら技術を習得している。就農者と地域の既存生産者とが良

好な人間関係を構築することが重要である。 

・経営未確立の就農者は、集落のしきたりや地域づきあいに負担を感じて 

いるため、就農者と地域住民間における相互理解の醸成も重要である。 

（２）経営発展ステージが進むにつれ、経営確立・拡大におけるボトルネック

が生産技術から経営管理技術に移行する。このため、経営発展段階では経

営管理技術に習得に向けた支援強化が必要である。 

 

３ 成果の活用 

 本成果を県内の支援機関と共有し、今後の就農支援策を検討するための資

として活用する。 

 

 



様式 C-4 

４ 主なデータ 
 

 

 

 

 

 

 

 

就農時に苦労したこと（３つまで） 

注)**、†はカイ二乗検定により1%、10%水準で有意差あり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
就農前に学び足りなかったこと（複数回答） 

注）*、†はカイ二乗検定により5%、10%水準で有意差あり 

 

生活面の課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）「売上目標達成度」とは、生計成立状況と就農時に立てた農産物売上高目標の達成度のこと 

農地確保に関する課題と対策の整理

現状 就農支援上の課題 課題解決

優良農地は

地域内で

継承される

支援機関に

集まる情報は

誰も継承しない

条件不利地

優良農地の確保には

地域内の農地情報に

通じている者の

協力が必要

地権者は

知らない人に

農地を

預けたくない

就農者自身での

農地確保は

極めて困難

就農者が農地を

確保するためには

地権者と話ができる

仲介者の協力が必要

調査結果をもとに筆者作成



 

山口県では年 100名以上が就農しているが、 

経営確立に苦労しているケースもみられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新規就農者の実態・課題を解明 

⚫ 就農者へのアンケート 

⚫ 就農者への聞き取り調査 

⚫ 支援機関への聞き取り調査 

 

 

 

 

効果的な新規就農支援策の検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本成果を県内の支援機関と共有し、今後の就農支援策を検討する。 

 

 

 

 

 

就農者の経営発展ステージにおける重要課題の推移を明らかにした。 

 

就農前～初期段階の主要課題は以下のとおり。 

課題解決においては「支援機関と地域関係者との連携」が重要である。 

⚫ 独立自営就農者における就農時の最大の課題は「農地確保」。 

⚫ 就農初期段階の最大の課題は「生産技術習得」。 

⚫ 特に経営未確立の層では、「農業農村生活への対応」について負担を感じている。 

 

経営発展ステージが進むにしたがい、経営確立・拡大におけるボトルネックが生産技術から

経営管理技術に移行する。経営発展段階では経営技術習得に向けた支援が求められる。 

 

就農者の重要課題の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山口県における新規就農者（自営就農）の就農実態、課題の解明 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究の背景 研究の目的・内容 

成果の活用 

研究の成果 

農業所得による生計成立の状況（%）

概ね

成立

18

今後目途が

立ちそうだ

35 47

いつ目途が

立つかわからない
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